
令和４年度用『工芸Ⅰ』教科書 訂正のお願い

令和４年11月

　令和４年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和５年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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ギタリストが座るスツール 軽音楽部の友人のために、ギターを弾くときの椅子を制作する。ギ
ターを太ももにのせるため足置きが必要なこと、弾きやすい座面の
高さに好みがあることなど、調べてみて分かった。足置きの高さは
調整できるように工夫して制作する。

必要であれば仮組みをし、問題がな
ければ接着の手順を決め、作業開始。

ほぞとほぞ穴の両方に接着剤を塗り、
当て木をして手早く打ち込んでいく。

込み栓の位置を変えること
で、足置きの高さを調整で
きるように工夫した。

座面には木目の美しい
栗
くり

を、脚には強度のあ
る橅
ぶな

を選んだ。木工手
道具を用意する。

端
はた

金
がね

でさらに締め上げる。部材同士
が直角になっているか確認。
はみだした接着剤はぬれ
雑巾などで拭き取る。

反り鉋
がんな

できれいな曲面に削る。 構造と足置きを兼ねている。欠
き取り部分は、墨付けを裏まで
回し両方から鑿

のみ

を入れる。

仕上げ線の内側１mm位から鑿
のみ

を入
れ、穴を彫っていく。

穴の壁面が垂直になるように、木目
方向は鑿

のみ

を手で押して削る。
ほぞを切る。墨付け線を残して、切り
取ってしまう側に鋸

のこぎり

の刃を入れる。
クランプで材料をしっかりと押さえ、
両手で刃物を持てば怪

け

我
が

をしない。

ほぞとほぞ穴をつくる

引いた曲線のぎりぎりのところまで鋸
のこぎり

で刻みを入れる。
木目の方向に鑿

のみ

を入れ、大まかな曲
面に斫

はつ

る。

曲面をつくる 貫
ぬき

の加工

部材を組み立てる

上：�ラーメン用マイ箸 
（四角） 
［橅

ぶな

／長さ24cm］
下：�自分の手に合わせた 

マイ箸（八角）�
［橅

ぶな

／長さ24cm］

ギタリストが座るスツール
［栗

くり

・橅
ぶな

／指
さし

物
もの

／
50×39.9×29.7cm］2018
田
た

中
なか

満
みつ

冶
はる

 ［山口県・1964～］

マイ箸をつくる

身の回りの椅子に座ってみよう。その形状と機能はどのように関係しているだろうか？考えてみよう

アイデアスケッチを描いた後に、三面
図、見取り図、材料図を作成し、完
成予想の模型（1/10）で全体の雰
囲気や制作時の問題点を考えること
も大事。

自分のヒトアタの1.5倍で箸の長
さを決めた。同じ形を複数作る
場合に治

じ

具
ぐ

を用いる。ここでは
四角と八角に削る治

じ

具
ぐ

を使用。
ラーメン 用 マイ箸
は、麺を挟みやすく
手に馴

な

染
じ

むように彫
り込みを入れた。

ほぞの先は
面取りして
おくとよい

箸｜ P.08

19

ギタリストが座るスツール 軽音楽部の友人のために、ギターを弾くときの椅子を制作する。ギ
ターを太ももにのせるため足置きが必要なこと、弾きやすい座面の
高さに好みがあることなど、調べてみて分かった。足置きの高さは
調整できるように工夫して制作する。

必要であれば仮組みをし、問題がな
ければ接着の手順を決め、作業開始。

ほぞとほぞ穴の両方に接着剤を塗り、
当て木をして手早く打ち込んでいく。

込み栓の位置を変えること
で、足置きの高さを調整で
きるように工夫した。

座面には木目の美しい
栗
くり

を、脚には強度のあ
る橅
ぶな

を選んだ。木工手
道具を用意する。

端
はた

金
がね

でさらに締め上げる。部材同士
が直角になっているか確認。
はみだした接着剤はぬれ
雑巾などで拭き取る。

反り鉋
がんな

できれいな曲面に削る。 構造と足置きを兼ねている。欠
き取り部分は、墨付けを裏まで
回し両方から鑿

のみ

を入れる。

仕上げ線の内側１mm位から鑿
のみ

を入
れ、穴を彫っていく。

穴の壁面が垂直になるように、木目
方向は鑿

のみ

を手で押して削る。
ほぞを切る。墨付け線を残して、切り
取ってしまう側に鋸

のこぎり

の刃を入れる。
クランプで材料をしっかりと押さえ、
両手で刃物を持てば怪

け

我
が

をしない。

ほぞとほぞ穴をつくる

引いた曲線のぎりぎりのところまで鋸
のこぎり

で刻みを入れる。
木目の方向に鑿

のみ

を入れ、大まかな曲
面に斫

はつ

る。

曲面をつくる 貫
ぬき

の加工

部材を組み立てる

上：�ラーメン用マイ箸 
（四角） 
［橅

ぶな

／長さ24cm］
下：�自分の手に合わせた 

マイ箸（八角）�
［橅

ぶな

／長さ24cm］

ギタリストが座るスツール
［栗

くり

・橅
ぶな

／指
さし

物
もの

／
50×39.9×29.7cm］2018
田
た

中
なか

満
みち

治
はる

 ［山口県・1964～］

マイ箸をつくる

身の回りの椅子に座ってみよう。その形状と機能はどのように関係しているだろうか？考えてみよう

アイデアスケッチを描いた後に、三面
図、見取り図、材料図を作成し、完
成予想の模型（1/10）で全体の雰
囲気や制作時の問題点を考えること
も大事。

自分のヒトアタの1.5倍で箸の長
さを決めた。同じ形を複数作る
場合に治

じ

具
ぐ

を用いる。ここでは
四角と八角に削る治

じ

具
ぐ

を使用。
ラーメン 用 マイ箸
は、麺を挟みやすく
手に馴

な

染
じ

むように彫
り込みを入れた。

ほぞの先は
面取りして
おくとよい

箸｜ P.08

19

素材と技法 七宝演 

習

素
材
と
技
法 

七
宝

金属の表面にガラス質の色鮮やかな釉
ゆう

薬
やく

を焼き付け、模
様や絵を表現したものを七宝（焼）と言う。皿や壺

つぼ

、装身
具、家具の装飾など幅広く用いられる。その名は仏教用語
に由来し、日本最古のものは飛鳥時代の出土。技法の種類
として、有線七宝、無線七宝、省

しょう

胎
たい

七宝などがある。

日本 の 七宝には、有線、無線、省
しょう

胎
たい

、象
ぞう

嵌
がん

などの多彩な技法がある。
また、英語ではエナメル、仏語ではエ
マイユ、中国語では琺

ほう

瑯
ろう

と呼ばれる
など、東洋、西洋を問わず発展した。

技法の種類

ガラス質の釉
ゆう

薬
やく

の性質や表現の
特質を捉え、用途と美の調和などを考え、
鑑賞や制作をしてみよう。

ね
ら
い

七
しっ

宝
ぽう

富
ふ

嶽
がく

図
ず

額
がく

（重要文化財） ［無線七宝／64×113.6cm］ 1893　
東京国立博物館蔵　濤

なみ

川
かわ

惣
そう

助
すけ

 ［1847〜1910］

無線七宝

ブローチ 翼のある風の精 ［金・七宝・ダイヤモンド／省
しょう

胎
たい

エマイユ／
4.8×8cm］ 1898頃　東京国立近代美術館蔵
ルネ・ラリック ［フランス・1860〜1945］　撮影：田

た

中
なか

学
がく

而
じ

省
しょう

胎
たい

七宝

はなかざり
［銅・銀／有線七宝／35×35cm］
2018
常
じょう

信
しん

明
ひろ

子
こ

 ［神奈川県・1991〜］

桜
さくら

蝶
ちょう

図
ず

平
ひら

皿
ざら

 
［有線七宝／高2.5cm 
直径24.6cm］ 19世紀後半〜
20世紀初期（明治時代）
京都国立近代美術館蔵
並
なみ

河
かわ

靖
やす

之
ゆき

 ［1845〜1927］

透明釉
ゆう

を施した有線七宝を、後に酸によって金属部を溶かす技法。
「ブローチ 翼のある風の精」は七宝、ダイヤモンド、金を組み合わせている。

有線七宝に対して、金属線を使わずに釉
ゆう

薬
やく

を色分けする技法。
富士山を幻想的に描いた「七宝富嶽図額」の作者、濤川惣助が創始した。

銀線や銅線などの金属の線を使用して、釉
ゆう

薬
やく

を色分けする技法。「桜蝶図平皿」では
桜や蝶、「はなかざり」では寿

す

司
し

の輪郭を際
立たせている。

有線七宝

ルネ・ラリックガラス質 装身具 裏引き 愛知県七宝町検索ワード36
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